
Japanese Orthodontic Society

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Orthodontio 　Sooiety

281

臨 床

成人矯正 治療患者に おける歯間乳頭部歯肉 の 変化に関す る研究

山 本 真 由 　 谷 村
一

朗

徳 島大 学歯学部歯科矯 正 学講 座

湯 浅
一

浩 森 山 啓 司

YAMAMOTO 　M のyu，　 TANIMURA 　Ichiro，｝
厂UASA 　Ka2uhiro　and 　MOR ∬YAMA 　K 爾 ガ

Department 　of 　Orthodontics，　School　of 　Dentistry，　The 　University　of 　Tokushima

キーワード　鼓形空隙，Black　triangle，成人 矯正，矯正 治療後

抄 録 ：歯間乳 頭 の 欠 落 に よ り下 部鼓形 空 隙 （以下，鼓形

空 隙と 略す る） が 暗影 と な り，審美障害や 発音障害 を惹

起 す る こ とか ら，こ の 空 隙 は矯正 治療 に お い て 臨床 的問

題 と な る場 合 が あ る ．そ こ で 本 研 究 で は，成人 矯正 治療

患者 の 術前
・
術後に お け る 前歯部の 歯間乳 頭部歯肉の 変

化に 着 目 し，検 討 を行 う こ と を 目的 と し た．徳島大 学 歯

学部附属病院矯正 科 を受診 し た成人 不正 咬合患者 83名

（男 性 11 名 ，女性 72名，動 的 治療 開始 時年 齢 18．1〜34．1

歳 平 均年齢 23．1ti：3．9歳，平 均治 療期間 2，5± 1．6 年〉

の 上下 顎 中切 歯 間 の 鼓 形 空 隙 を対 象 と した．矯正 治療 の

術前 ・術後の 口 腔内写真 を用い て 中切歯問の 鼓形空 隙の

拡大 の 有 無 を上 下 顎 そ れ ぞ れ に つ い て 判 定 を行 い ，拡 大

群 と非拡大群の 2 群 に 分類 を行 っ た．さ ら に 石膏 口腔模

型，側面 頭 部 X 線 規 格 写 真 を用 い て 両 群 間 の 歯 の 移 動様

相，骨格型，中切歯歯冠形態 を比較検討 した と こ ろ，以

下 の 結果 を得 た ．

　 1）鼓形空 隙拡大発生 率 は，上 顎中切歯 と比較 し て 下

顎 中切歯 の ほ うが 高 い 傾 向 を示 した，2） 歯 の 移動 様相

と鼓形空隙拡大 と の 関連性 に つ い て は，上 顎中切歯の 唇

舌 的 歯軸 変 化 量，お よ び垂 直 的 移動 量 に お い て，拡 大 群

と非拡大群 と の 問 に 有意差 を 認め た．3）骨格型 と鼓形

空 隙拡 大 と の 関 連 性 に つ い て は，上 下顎 と もに skeletal

3 で は 鼓形空隙拡大発生頻度が 低い 傾向が 認 め ら れ た．
4 ）歯 冠 形態 と鼓 形 空 隙 拡大 との 関連 性 に つ い て は，拡

大群 と非拡大群 と の 問 に 有意差 を 認め な か っ た．

　 以 上 の 結 果 よ D，成 人 矯 正治 療 に お い て は鼓形 空 隙へ

の 十分 な 配慮が 治療計画の 立案 に お い て 重要で ある こ と

が 示唆 され た ．

　　　　　 （Orthod　Waves 　61 （4）：281 〜288，2002 ）

　The 　study 　on 　changes 　of 　interdental

　　gingival 　papiHa 　before　and 　after

orthodontic 　treatment　in　adult 　patients

Abstract ：The 　purpose　of 　this　study 　was 　to　investi−

gate 　etiologic 　factors　for　enlargement 　of 　gingival

embrasure ，　which 　could 　be　a　clinical 　problem 　in　adult

orthodontic 　 treatment ．　 The 　gingival 　 embrasures

between 　the　 central 　incisors　in　the　 maxilla 　 and 　 man −

dibie　in　83　 adult 　orthodontic 　patients （ll　 males ，72

females，　 age 　 at　 pretreatment ：23．1 主 3．9years　 old ，

treatment 　period ：2．5± 1．6years） were 　 analyzed 　 at

pre　and 　post−treatrnent　stages 　by　oral 　photographs，

and 　 were 　divided　into　the　enlarged 　 and 　 non ．enlarged

groups．　The　direction　and 　degree　Qf　the　tooth　move ・

ment ，　the 　crown 　shape 　of　the　central 　incisor　and 　the

skeletal 　 pattern　were 　analyzed 　by　lateral　cephalo −

grams 　and 　study 　models ，　and 　the　correlation 　with 　the

prevalence　 of　the　enlarged 　gingival　embrasure 　 was

evaluated ．

　 The 　following　results 　were 　c）btained； 1） The

prevalence 　of 　the　enlargement 　of 　the　gingival 　embra −

sure　in　the　maxilla 　was 　33．7％ and 　that　in　the　man ．

dible　was 　47．0％．2 ）The 　degrees　of 　the　lingual　incli・

nation 　and 　the　 extrusion 　Qf　the　 rnaxillary 　incisors

were 　s圭gnificantly 　greater 　in　the　enlarged 　group 　as

compared 　with 　the　non ・enlarged 　group．3 ）The　prev・

alence 　of 　the　 enlargement 　in　skeleta13patients 　was

lower　than　that　in　the　skeletal 　l　or　skeletal　2　patients．

4 ＞There　were 　no 　significant 　differences　inthe　shapes

of 　the　central 　incisors　between　the　enlarged 　and

non ・enlarged 　groups ．
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　These 　results 　suggest 　that　the 巳nlargement 　 of 　gin・　　 adult 　orthodontic 　patients．

giva ！embrasure 　 might 　be　 an 　important　problem 　in　　　　　　　 （Orthod　Waves 　61 （4）：281 〜288 ，2002 ）

緒 言

　隣接歯間の 接触点 と顎骨 と の 間で 形成 さ れ る 三 角形

の 間隙 は，歯間隙 と呼 ばれ て い る．健 全 な歯周組織で

は 歯肉 の 歯間乳頭 が 歯間隙基底部 に 介在 し，そ の 頂点

か ら接触点 の 部位 に か け て 楔状 の 空 隙 を生 じ る．こ の

空隙 は唇舌面あ る い は咬合面方向 か ら観察す る と，隣

接 す る 2歯 の 歯冠外形 に よ っ て 接触点を中心 に鼓状の

形態 を呈 す る こ とか ら鼓形空隙 （embrasure ）と呼 ばれ

て い る
1）．一

方，open 　gingival 　embrasure とい わ れ る

歯間乳頭 の 欠落 に よ り下部鼓形空隙が 暗影 とな っ た 状

態
2 ｝は，通称 black　triangleま た は black　hole （以 下，

BT と略 す る ）と も呼ばれ て い る．　 BT が 存在す る と食

物停滞 を助長 し，歯周疾 患 を惹 起 す る 可能性が あ る ば

か りで な く，審美的 な 側面 か らは 矯正 治療患者 に お け

る臨床的問題 の 1つ に もな り う る
1）．BT 発現 要因 に つ

い て は，加齢 に よ る歯槽骨縁 の 変化 や 歯問乳頭 の 退縮

が そ の 発現 に 関与す る可能性 が あ る と考え られ て い る

が
3），現在 の と こ ろ そ の 詳細 に つ い て は 明 らか で な い ．

そ こ で 本研究 で は成人矯 正 治療患者の 術前 ・術後に お

け る上 下 顎 前歯部の 歯問乳頭部歯肉の 変化 に 着 目し，

鼓形空隙の 拡大 と歯 の 移動様相 ， 骨格型 ， 中切 歯歯冠

形 態 との 関連性に つ い て 調査，検討を行 うこ と を目的

と し た．

材料な らびに方法

1 ．研究対象

　徳島大 学歯学部附属病院矯 正 科 に 1985年 7 月 か ら

1998 年 1 月 まで の 間 に 来院 し，動的処置 を終了 した成

人 不 正 咬合患者 83名 （動的治 療開始 時年齢 18．1〜

34．1 歳，平均年齢 23．1± 3．9歳 ， 平均治療期間 2．5±

1．6年）， う ち男性 11名 （動的治療開始時年齢 18．1〜

32．6 歳，平均年齢 23．2± 4．5 歳，平均治療期間 2．4±

1．1年）， 女 性 72名 （動的治療開始時年齢 18．1〜34．1

歳，平均年齢 23，0± 3．8 歳，平均治療期間 2．5± 1，7年）

を研究対象 と した ．対象者は，い ず れ も顕著 な 歯周疾

患 を認 め る こ と なく，マ ル チ ブ ラ ケ ッ トシ ス テ ム に よ

る 矯正 治療 を 施 行 した 成人 不 正 咬合患者 で，口唇裂 ・

口 蓋裂 などの 先天異常を伴う患者 は含 まれ て い な い ．

II．研究方法

　 1、鼓 形 空 隙拡 大 の有無 の 判定方法

　上下顎 中切歯間 に BT が 好発す る こ と に 着 目 し ， 矯

正 治 療 の 術前・
術後の 口腔内写真 を用 い て，5名 の 熟練

した 矯正科医 が 評価者 とな り， 中切歯間 に 認 め られ る

鼓形空 隙拡大 の 有無 の 判 定 を．i：下顎 そ れ ぞ れ に っ い て

行 っ た．判定方法 は ，5 名中 3名以 、ヒの 評価者 が 術前か

ら術後 に か け て 鼓 形 空隙が 拡大 し た と判断 し た もの を

鼓形空隙拡大群 （以下，拡大群 と略す る）， そ れ 以外を

鼓形 空 隙非拡大 群 （以 下，非拡大群 と略 す る ） と 定義

した．

　 2．鼓形 空隙拡大 の 発生頻度

　上記方法 に 基 づ い て 全症例 の 上 下顎 を拡大群と非拡

大群 に 分類 し ， 鼓形 空隙拡大発 生 率 （以下，拡大発生

率 と略す る ） に つ い て 調 査 を 行 っ た．また ， 男性，女

性 の 拡大 発生率に つ い て も調 査 し，比 較検討 を行 っ た．

　 3 、上下顎中切歯 の 移動 と鼓形 空 隙拡大 との 関連性

　、L下 顎 中切 歯の 移動 と 鼓形空隙 と の 関連 1生に っ い て

検討す る た め ，矯 正 治療術前
・
術後 の 側面頭部 X 線規

格写真 ， 石 膏 ［ 腔模型 （以 下，口 腔模 型 と 略す る ） を

用 い て ，上下顎中切歯 の 唇舌的歯軸変化量 ， 華直的移

動量 ， 近 遠 心 的歯軸変化量 に 対 す る 調 査 を 行 っ た ．以

下 に そ の 方法 を略記す る．ま ず ， 側面頭部 X 線規格写

真 （図 1）を用 い て ，上 顎中切歯歯軸 が SN 平面 と な す

角度を A，下顎中切歯歯軸 が 下顎下縁平面 とな す角度

を B と して 計測 を行い ，そ れ ぞ れ の 計測値 の 術前 か ら

術後 に か け て の 変化量 を唇舌的歯 軸変化 量 と定義 し

た．次 に ， 側面 頭 部 X 線規格写真 （図 1）を 用 い て 上

顎中切歯切縁 か ら SN 平面 に お ろ し た 垂 線 の 長 さ を

C，下顎中切歯 切 縁 か ら下 顎 下 縁平面 に お ろ し た 垂 線

の長 さ を D と して 計測 を行 い ，そ れ ぞ れ の 計測値 の 術

前 か ら術後 に か け て の 変化量 を垂直的移動量 と 定義 し

た．さ ら に，口腔模型 の 中切歯歯冠部 を歯科用 ゴ ム 質

弾性印象材 （付加 重 合 型 ビ ニ ル シ リ コ ーン 印象材パ テ

タ イ プ，EXAFINE ，ジー
シ O に て 被覆 し，印象材外

側 か ら唇側面 の 歯 頸 部 お よ び切縁部 の 近遠心的中央部

に歯面 に 到達 す る 2 点 の 穴 を開け，こ れ を テ ン プ レ ー

トに 用 い て 術前
・
術後 の 上 下 顎 ［ 腔模型 の 左右中切歯

唇 側面 に そ れ ぞ れ 2 点ずつ 計測点 の 印記 を行 っ た．デ

ジ タ ル カ メ ラ CCD レ ン ズ （CP −800，総画素数 1，740×

1，255， 有効画素 tW　1，650× 1，250，セ イ コ ー
エ プ ソ ン ）

か ら模型 の 中切歯切縁 ま で の 距離を 20cm と し て ，口

腔模型 左右第
一

大 臼 歯遠心部を結 ぶ 直線 に 垂 直 に ，か

つ 左右第
一

大 臼歯咬頭頂 と中切 歯切縁 か らな る 平面 に

対し平行 に カ メ ラ を設置 し撮影 した （図 2），撮影 し た

画像 をレ ーザ ープ リ ン タ （LP 　86〔｝0，セ イ コ ーエ プ ソ

ン ）に て 印刷 し，両側 中切歯唇側面 上 に 印記 され た 2点

を 結ぶ 直線 の な す 角度を紙面 上 に て 計測 し，そ れ ぞ れ

の 計測値の術前か ら術後へ の 変化量 を近遠心的歯軸変

化量 と定義 した．な お ， 歯冠 が 相対的 に 近 心 傾斜 し た
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A；上顎 中切 歯軸 と

　 　 　 　 　SN平 面 との なす角度 （度）

B；下顎 中切 歯 軸 と

　 　 下 顎 下 縁 平 面 との なす 角 度 （度 ）

C ；上 顎 中 切 歯切 端か らSN 平面 に

　　　　お ろ した垂 線 の 長 さ （mm ）

D ；下顎中切 歯切端 か ら下顎 下 縁 平面 に

　　　　お ろ した 垂線 の 長 さ （mm ｝

図 1 唇 舌的歯 軸 変化 量 と垂 直 的移 動量 の 計測 方 法

a 　 　 　 b　　　　　　　　　　c

輩 輩
d

e

　　図 2　近遠心 的歯軸変化の 計測方法

a ：中切歯 計 測 点 印 記方 法，b ：術 前の 正 面観，
c ：術 後 の 正 面 観 　d ：撮 影 方 法 （側 面 観），
e ：撮 影 方 法 （上 面 観 ）

もの を ＋ ，逆 に 遠心傾斜 し た もの を 一と規定 し た．そ

れ ぞ れ の 拡大群 と非拡大群間 と の 関運性 につ い て は，

student 　 t検定 を用 い て 有意差 を検討 した．

　 4．骨格型 と鼓形空隙拡大 との関連性

　矯 正 治療 術前 の 側 面頭 部 X 線 規格写 真 を 用 い て

ANB を計 測 し，浅井 ら の 口本人 男女 18歳の 分類
4｝
を

基 準 に 骨格 型 の 分類 を 行 っ た ．す な わ ち，男性 で は

ANB が 3．2± 2．3S
°
の もの を ， 女性で は 3．0± 2．19

’
の

もの を skeletal 　1，　 ANB が そ れ以上 の もの を skeleta1

2，そ れ 以 下 の もの を skeletal 　3 と し，3群間 に お け る

鼓形 空 隙発生率 を算出 し比較検討 した．

　 5 ．歯冠形態 と鼓形空隙拡大 との関連性

　 上 顎中切歯歯冠形態 に っ い て は，治療後の 口 腔模型

を用 い て 長幅示 数 （最大幅径／最大長径 × 10 ）を算出

し た．次 に ，上 條 らの 方法
5・6）

に 準 じて ，長幅 示 数が 75．0

未満 の も の を長歯型 ， 75，  以 上 85，  未満 の も の を中

歯型，85．0 以上 の もの を短歯型 と定義 し て 3 群 に 分類

▲

Ia
ー
亠
▼

ぐ
一一一b →

▲
TlIIa111

⊥
▼

← b →

　 ← b →

四
　 長歯型 　　　　　　　　 中歯 型 　　　　　　　　 短 歯型

（長 幅 示 数 く 75 ）　　（75 ≦ 長 幅 示数 く 85 ）　 〔85 ≦ 長幅 示数 ）

　　　 図 3　上 顎 中切 歯歯 冠 部の 計測 部 位

a ：最 大 長 径 ，b ：最 大 幅 径，（長 幅 示 数＝b／a ×

100）

〈 一一a − 〉 司噌一一　a −｛レ ぐ 一一　a　一噸レ

　 〈 一一b −一り〉　　　　　 ぐ 一b 一レ 　　　　　　
〈 蒔一b −●レ

　　 1型　　　　　　　　2型　　　　　　　　3型

（幅幅示数 ≧70 ＞　（70 ＞ 幅幅 示数 ≧ 60）　（60 ＞ 幅 幅 示 数）

　　　　　図 4　下 顎 中切 歯歯冠部の 計測部位

　　a ：切縁 幅 径 　b ：歯頸 部 幅径 　（幅幅示数＝b／a ×

　 100 ）

した （図 3）．下顎中切 歯歯冠 形 態 に つ い て は，治療後

の 凵腔模型を用い て 近遠心的歯軸変化量 を 計測 した 際

と同様 の 方法 で 紙面 上 で の 計測 を行 い ，幅幅 示 数 （歯

頸部幅径／切縁幅径 × 10  ）を算出 した，次 に 上 條 ら の

方法
7〕
に 準 じて ， 幅幅 示 数 が 70以 上 の もの を 1型，60

以 上 70未満 の もの を 2 型，60未満 の も の を 3型 と定

義 し て 3群 に 分類 した （図 4）．長幅 示 数，幅幅示 数 に

よ る分類 に 基づ い て 各群間 で それ ぞ れ の 拡大発生 率の

比較 を 行 い
， 加 えて拡大群 と非拡大群 の 2群間 に お け
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図 5　中切歯 移 動様 相 と鼓 形 空隙拡 大 との 関連 ll生

表 1　鼓形 空 隙発生 率

上 　顎 拡 大群 非拡 大 群 合 　計

男　性

女 　性

全　体

2 （18．2）
26 （36．1）
28 （33，7）

9 （81，8）
46 （63．9）
55 （66，3）

11 （100）
72 （100）

83 （100）

下 　顎 　 　 　拡 大群 非拡 大 群 合　計

男
’
性 　 　4 （36．4） 　 7 （63，6）　 11 （100）

女 性 　35 （48．6） 　 37 （51，4） 　 72 （100）
全 体 　39 （47，0） 　 44 （53，0） 　 83 （100）

間 に お け る拡 大 発 生 率 は高 か っ た ，性差 に 関 し て は 男

性 で は 上 顎中切歯間 に お け る 拡大発生率 が 18．2％，下

顎 中切 歯間 に お け る拡 大 発 生 率 が 36．4％ で あ っ た．女

性 で は，上 顎中切歯間 に お け る 拡大発 生率が 36．1％，

下 顎 中切 歯 間 に お け る拡 大 発生 率 が 48．6％ とな り，男

性 と比較 し て 女性 の ほ う が 上下顎 と も に 鼓形空隙拡 大

の 頻 度 が 高 い 傾 向 を認 め た （表 1）．

単位 ：名 （％）

る長幅示 数 と幅幅示数の 比較 に つ い て も student 　 t検

定 を用 い て検討 を行っ た．

結 果

1 ．鼓形空隙拡大の 発生頻度

　研究対象 と し た 83症例 の うち，上 顎中切歯間 に 鼓形

空隙の 拡大 を認 め た 症例 が 28症例 （33．7％），下 顎 中

切 歯 間 に 鼓形 空 隙 の 拡 大 を 認 め た 症 例 が 39 症例

（47，0％）と な り，上顎中切歯間と比較し て 下顎 中切歯

II．上 下 顎中切 歯の 移動 と鼓 形 空 隙拡 大 との 関連 性

　 上 顎中切歯 の 唇舌的歯軸変化量 は，拡大群 の 平均値

が
一5．12°，非 拡大 群 の 平 均 値 が

一
〇．88

°
で あ り，両群間

に お い て 5％ レ ベ ル で 有意差 を 認 め た （図 5A ）．ま た ，

上 顎 中切歯 の 垂 直 的 移 動 量 は拡 大 群 の 平 均 値 が 0．90
mm ，非拡大 の 群平均値 が

一
〇．Ol　mm で あ り，両群間

に お い て 1％ レ ベ ル で 有意 差 を 認 め た （図 5B ）．しか

し，上 顎中切歯 の 近遠心的歯軸変化量 で は，両群間 で

統計学 的 な有 意 差 は 認 め られ なか っ た （図 5C ）．一方，

下顎中切 歯 の 唇舌的歯軸変化 量，垂 直的移動量，近遠

心 的歯軸変化量 で は，拡大 群 と非拡大 群 との 間 で 統計

学的 な有意差 は認 め られ な か っ た （図 5D 〜F）．
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表 2　骨 格型 分 類 に おけ る上 顎鼓 形 空隙拡大発生率

骨 格型 拡 大群 非 拡大 群 全 　体

Skeleta11男性

　35／83　 女 性

0 （O．0）
14 （40．0）

6 （17．1＞
15 （42．9）

6 （17．1）
29 （82．9）

（42．2）　 全体 14 （40．0） 21 （60，0） 35 （100 ）

Skeleta12男性

　20／83　 女性

1 （5．0）
9 （45，0）

0 （0．0＞
10 （50．0）

1 （5．0）
19 （95．G）

（24・1）　 全体 10 （50．0） 10 （50．0） 20 （10G ）

Skeletal　3 男性

　28／83　 女性

1 （3．6）
3 （10．7）

3 （10．7＞
21 （75，0）

4 （14．3）
24 （85．7）

（33，7＞　 全 体 4 （14．3） 24 （85．7） 28 （100 ）

単位 ：名 （％）

表 3　骨格型 分類 に お ける 下顎鼓 形 空 隙拡 大 発 生率

骨格型 拡大群 非拡大群 全 　体

Skeletal　1 男性

　35／83　 女 性

1 （2．9）
16 （45．7＞

5 （14 ．3）
13 （37．1）

6 （17．1＞
29 （82，9）

（42．2）　 全体 17 （48．6） 18 （51，4） 35 （10D ）

Skeletal　2 男性

　20／83　 女 性

1 （5，0）
10 （50．0）

0 （0．0＞
9 （45 ．0）

1 （5．0）
19 （95．0）

（24，1）　 全体 11 （55．0） 9 （45，0） 20 （100 ）

Skeletal　3 男性

　28／83　 女性

2 （7．1）
9 （32．1）

2 （7．1＞
15 （53．6）

4 （14．3）
24 （85，7）

（33，7）　 全体 11 （39．3） 17 （60．7） 28 （100）

単位 ：名 （％）

表 4 歯冠 形 態分 類に お ける 上顎 鼓形 空 隙拡 大発 生 率

長幅 示 数 拡 大群 非拡大 群 全 　体

長 歯型 　 男性

13！83　 女 性

0 （0．0）
4 （30．8）

3 （23．1）
6 （46．1）

3 （23．1）
10 （76．9）

q5．7）　 全体 4 （3  ．8） 9 （69 ．2） 13 （100 ）

中歯型　 男性

39／83　 女 性

1 （2．6）
12 （30．7＞

0 （O．0）
26 （66，7）

1 （2，6）
38 （97．4）

（47・0）　 全体 13 （33．3＞ 26 （66，7） 39 （100 ）

短 歯型 　 男性

31／83　 女性

1 （3．2）
10 （32．2＞

6 （19．4）
14 （45．2）

7 （22，6）
24 （77．4＞

（37・3）　 全体 11 （35．5） 20 （64．5） 31 （100 ）

単位 ：名 （％）

m ．骨格 型 と鼓 形 空 隙拡大 との 関連性

　対象 と し た 被験者 の うち，skeletal 　1 に 分類 さ れ た

症例 は 全体 の 42．2％，skeletal 　2 は 24．1％，　 skeletal

3は 33．7％ で あ っ た ．骨格型別 の 拡 大 発 生率に つ い て

は，上 顎 で は skeletal 　1に 分 類 さ れ た 症 例 の うち 鼓形

空隙 の 拡大 が 認 め られ た もの は 40．0％，skeletal 　2 は

50．0％，skeletal 　3 は 14．3％ で あ っ た （表 2）．一方，
下顎 で は skeletal 　1 に 分類 さ れ た 症例 の うち鼓形空隙
の 拡大 が 認 め ら れ た も の は 48．6％，ske ！etal　 2 は

55，0％，skeleta13 は 39．3％で あ っ た （表 3＞、こ れ ら

の 結 果 よ り，上 下顎 と もに skeleta11 お よび skeletal

2 と 比較 し て ，skeletal 　3で の 鼓 形 空 隙 の 拡大発生 率が

低 い 傾向 が認 め られ た ．ま た ，skeletal 　3 に お い て は下

顎 と比較 して 上 顎 に お け る拡 大 発 生 率が 低 い 傾向が 認

め られ た ．

IV．歯冠形態 と鼓形空隙拡大との 関連性

　 上 顎 中切歯の 歯冠形態 を長幅示 数 に よ り分類 した 結

果，長歯型 が 全体 の 15．7％，中歯型 が 47．0％，短 歯型

が 37，3％ とな り，中歯型の 割合 が 最 も高か っ た，下 顎

中切歯 の 歯冠形態 を 幅幅示 数 に よ り分類 した 結果，1

表 5　歯冠形態分類に おける下顎鼓形空隙拡大発生率

幅 幅 示数 拡 大群 非拡 大 群 全 　体

1型　　男性

76／83　 女性

4 （5．3）
31 （40．8）

7 （9．2）
34 （44．7）

11 （14．5）
65 （85，5）

（9L6 ）　 全体 35 （46．1＞ 41 （53．9） 76 （100 ）

2型　　男性

7／83　 女性

0 （0．0）
4 （57．1）

0 （0．0）
3 （42 ．9）

0 （0．0）
7 （100 ）

（8．4）　 全体 4 （57．1） 3 （42．9） 7 （100 ＞

3型　　男性

0／83　 女 性

0 （0．0）
0 （0，0）

0 （0．0）
0 （0．0）

O （0．0＞
0 （0．G）

（0，0）　 全 体 0 （0，0） 0 （0．0） 0 （0 ．0）

単位 ：名 （％）

型 が 全体 の 91．6％ ， 2型 が 8．4％ ， 3型 が 0％ とな り，

1型 の 割合 が 最 も高 か っ た．上顎中切歯 の 歯冠形態別

の 拡大発生率の 比較に お い て は ， 長歯 型 が 30．8％ ， 中

歯型 が 33．3％，短 歯型 が 35．5％ と な っ た ．また 下顎中

切歯 の 歯冠形態別の 拡大発生率の 比較 に お い て は ， 1
型 が 46．1％ ， 2型 が 57．1％ ， 3型 が 0％ とな っ た（表 4，
5）．こ れ ら の 結果 か ら，上顎中切歯 で は中歯型 に お い

て ，下顎中切 歯 で は 2型 に お い て そ れ ぞ れ拡大発生率

が 高 い 傾向 を示 した．しか し，拡大群 と 非拡大群の 2群

間 に お け る長幅示 数 お よ び幅幅示 数 の 比 較 に お い て

は，い ず れ も統計学的 な有意差 を認 め な か っ た （図 6）．

考 察

1．鼓 形 空隙拡大 の 発 生 頻度

　矯 正 治療後 の 上 顎 中切歯間 の BT 発 生率 に つ い て

は，現 在 ま で に 41．9％の 患者 に 認 め ら れ た と す る

Burke らの 報告
s 》，38．0％の 患者 に 認 め ら れ た と す る

Kurth ら の 報告
9），18．0％ の 患者 に 認 め ら れ た とす る

河 内 らの 報告
1°〕な どが み られ る．また，下顎中切歯間 の

BT 発生率 に っ い て は 40．0％の 患者 に BT が 認 め ら
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　 　図 6 歯冠 形 態 と拡 大 発 生率

れ た と す る 河 内 ら の 報告
1° ）が み ら れ る が ，下 顎 前歯部

の 審 美 性 に 対 す る 患 者 の 意 識 が 上 顎 の そ れ と比 較 して

低 い た め か ，あ ま り多 くの 報告が な され て い な い の が

現 状 で あ る．今 回 わ れ わ れ が 行 っ た 調査 で は，成人 矯

正 治療患 者 に お け る 拡大 発 生率は 上 顎 中切 歯間 で

33，7％，下 顎 中切 歯問 で 47．0％ とい う結果 に な り，下

顎 中切歯間の 拡大発生率は 上 顎 と比較す る と高い 傾向

が 認 め られ た．本研究 で 調 査 した 鼓形空 隙拡大 の 発生

頻度 は，あ くま で も術前 ・術後 の 鼓形 空隙 の 変化 を調

査 対 象 と して い るた め，あ る
一

時点 の BT の 存在 の 有

無を検討 した 研究結果 と 単純に比較す る こ と は 困難で

あ る．しか し，少 な く と も他 の 報告 と類似 し て ，成人

矯正 治療患者 で 歯間空 隙の 問題 を有す る症例が 比 較的

多 く認 め られ た こ と は注 目す べ き点 で あ る と 考 え られ

た ．一
方，加齢に 伴う BT の 発生頻度の 増加が 報告 さ

れ て い る が 1°〕，本研究 に お い て は ，調査 対象 が 比較的若

い 成人 患者に 限定され た た め ，
こ の 点 に 関 し て は十分

検 討 を行 う こ とは で き な か っ た ．ま た ，性差 に 関 し て

は男性と比 較 して 女性 の ほ うが 高頻度 に 拡大 を 認 め た

が ，男性 の 対象数 が 女性 の 対象数 と比較 し て 少 な か っ

た た め に ，今後さ ら に 被験 者 を増 や して 詳細 な 検討 を

加 え る 必 要 が あ る と 考 え られ た ．

11．歯軸変化量 と鼓形空隙拡大 との 関連 性

　上 顎 中切歯の 移動様相 に 関 して ， 唇舌的歯軸変化 量

お よ び垂 直的移動 量 は 拡大群 と 非拡大群 の 間で 有意差

が 認 め られ ， 舌側傾斜お よ び挺出 に よ っ て 鼓形空隙拡

大 の 発 生 が 増加す る 傾向 が 示唆 さ れ た ．す な わ ち ，臨

床 に お い て は ， 例え ば ア ン グ ル II級 1類症例 に お け る

上 顎 前歯 の 舌側 へ の 傾斜移動 や ，開咬症例 の 上 顎前歯

の 挺出に よ る治療な ど に お い て ， 鼓形 空 隙の 拡大 に 十

分 な注意が 必要 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た ．し か し，一

方 で ，Kurth ら の 報告
9）や Kokich の 仮説

11 ）と は 異 な

り，上 顎 中切 歯 の 鼓形空 隙 の 拡大 と近遠心的歯軸変化

量 の 間 に は有意 な関連性 を 認 め る こ と は で き な か っ

た．こ の 点 に 関 し て は，上 顎中切歯 の 歯冠形態 の 人種

間 に よ る 相違 や ，計測方法 の 違 い が 結果 に 影響 を与 え

た 可能性 が 考 え られ た ．本研究で は 可及 的 に 再現性 の

ある 方法 と し て 口 腔模型 を写真 に 取 り込 み 測定 す る 計

測方法 を採用 した が ， 近遠心 的歯軸変化量 の 測定方法

に つ い て は さ ら に 検討 す る 必 要 が あ る と考 え られ た．

m ．骨格型 と鼓 形 空 隙拡 大 との 関連 性

　骨格型 と鼓形空隙の拡大 と の 関連性に つ い て は，上

下顎 と も に skeletal 　 2 に お い て 拡大 発 生 率 が 最 も高

く ，
skeletal 　3 に お い て は最も低 い 結果 と な っ た ．上 顎

に つ い て は skeleta ！1，　 skeletal 　2 と比 較 し て skeletal

3 に お い て 拡大発 生率が 顕著 に 低 く，上顎 中切歯 が 舌

側傾斜 した 場合 に そ の 発生 率が 高 くな る ，とい う歯軸

変化量 と 鼓形 空 隙 の 拡大 と の 関連性 に っ い て の 結果 と

合致 した．成 人 矯 正 治 療 患 者 に お い て は 顎 成長 が ほ と

ん ど期待で きず ， 骨格的不 調和を歯軸の 変化 で 補償 す

る 治療法が 選 択 さ れ る 傾向 に あ る た め，鼓形 空 隙 の 拡

大 を誘 発 す る原 因 に な る可 能性 が 示 唆 さ れ た ．ま た ，

上 顎 と下顎 を比 較 す る と下 顎 の 拡 大 発 生 率 が 高 く，特

に skeletal 　3で そ の 傾向 は顕著で あ っ た ．こ の こ と は，

下顎結A 部 の 骨形態 の 多様性
12 ）が ，鼓形 空 隙拡 大 に 深

く関与 して い る可 能性を示 唆す る も の で あ っ た ．

IV．歯冠形態と鼓形空隙拡大 との 関連性

　KokichiOは，鼓形空 隙 の 拡大 に 中切 歯歯冠形態 が 深

く関与す る と い う仮説を提唱 して い る．また，実際 に

上 顎中切歯歯冠形態 と BT の 発現 に 関連性 を認 め た

とす る報告
9・1° ｝もな さ れ て い る．し か し本研究に お い て

は ，上 顎中切歯 下顎中切歯 と も に 歯冠形態が 鼓形空

隙の 拡大 に 影響 を及 ぼ す とい う根拠は見 い 出す こ と が

で き ず，上 記 に 示 す過 去 の 報告 と は 異 な る 結果 と な っ

た．
一

方で ， 下顎中切歯歯冠形態は BT の 発現 に は関

与 し な い と す る 河 内 ら の 報 告
1°）

と は 合致 す る 結果 と

な っ た．今 回用 い た 計測 方法 に つ い て は ， 矯正 治 療 に

よ っ て 臨床的歯冠長 に 変化 は 生 じ な い
13¶15に と を 前

提 に ， 上 顎 中切歯 に 関 して は長幅示 数 ， 下顎中切歯 に

関 し て は 幅幅 示 数 を用 い た ．実際 に 臨床的歯冠長 に 関

し て は，今 回用 い た 術前 ・
術後 の 歯冠長 の 変化量 の 平

均値 は 0，085± 0．09mm と小 さ い 値 で あ り，解析 に 支

障 が な い もの と考 え られ た．上 顎 中切歯 の 歯冠形態は

近遠心 的湾曲頂 が 接触点 と
一

致
5）し，短歯型 で は 接触

点 が 歯頸部 寄 り ， 長歯型 で は接触点 が 切縁寄 り とな る

た め ，理 論的 に は 長歯型 の 拡大発生 率 の ほ うが 高 くな

る こ とが 予想 さ れ る．し か し ， 今回 こ の 予想 とは 反 す

る 結果 と な っ た 理 由 と し て ，上 顎中切歯 に 関 し て は 唇

側面形態 の み な ら ず唇舌 的厚み に も個体差が 大 き い こ

と が 要因 と し て 働 い た の で は な い か と考 え られ た ．上

顎中切歯歯冠形態 と 同様 の 理 由か ら ， や は り下 顎 中切

歯 に 関 し て も 3 型 に 属す る 症例 の 拡大発 生 率 が 高 くな
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る こ とが 予 想 され た が，上 顎 中切歯 と は 逆 に 歯冠形態

の 個体間の ば らつ きが 少 な か っ た た め に ，有意 な 関連

性 を認 め る こ とが で きな か っ た ．

V ．今後の 課題

　鼓形 空 隙 の 拡大 は 審美的 に もあ ま り好 ま し くない う

え，発音 の 障害，食物の 圧 入 等 の 不 快 な 症状を惹起す

る原 因 に もな りう る
16−18 ｝．す な わ ち粘膜 や 歯肉 の 健康

に 必要 な，適 正 な鼓形空隙を維持す る こ とが 「」腔内環

境 に お い て 重要 な こ とで あ る と考え られ る．BT の 発

現 の 原 因 に つ い て は 不明 な 点 も多 く，例 えば，歯周疾

患 と の 関連性 にっ い て は，歯周病患者 や歯槽骨破壊 を

伴 う 患者で 歯冠乳頭部が 欠落 す る 傾向を認 め る と い う

報告
1s〕や ，逆 に 歯槽骨吸収 と BT の 発 現 に関連性を認

め な か っ た とす る報告
’e ｝な ど， 統

一した 見解が 得 られ

な い ．一
方，近年，隣接 す る 中切歯間の 接触点 か ら歯

槽骨頂 ま で の 距離 と BT の 発現頻度 の 問 に 関連性 を

認 め た とす る 報告
16｝や ，叢生 の 解消 に 伴 っ て BT が 認

め られ る とい う報告
’y・2 °〕

の よ う に ， 矯 正 治療 と BT の

発現 の 間 に 何 らか の 因果関係 が 存在す る こ と を示唆す

る報告 も な され て きて い る．本研究か ら も，成 人 矯正

治療患者 に お い て は，上顎中切歯 の 唇舌的歯軸変化量

や 垂直的移動量 が 鼓形空隙 の拡 大 に 影 響 す る こ とが 示

され た．特 に 上 顎中切歯 の 舌側 へ の 傾斜移動や 垂直的

な挺出方向の 移動 が 鼓形 空隙の 拡大 に強 い 影響を与え

て い た こ とか ら，成 人 患者 の 上顎前突や開咬症例 の 治

療 に 際 して は，BT に対す る 十分 な配慮 が 必 要 で あ る

と考え られ た．近年米国 で は 矯正 治療患者 に お け る 成

人 の 割合 が 約 40％ に まで 上 昇 し
21 ・2z ），日本にお い て も

成人 矯 正 治療 患 者 は増加傾向 に あ る と い わ れ て い る

が，実際 に成人 に お け る歯 の移動 に際 して BT を 生 じ

な い よ う に 治 療 を進 め た 患 者で は そ の 発現 が 有意 に 低

くな る とい う報告
1°）

もな さ れ て きて い る．また，矯正科

医 は
一

般歯科医 と比 較 し て も BT の 発現 を早期 に 発

見 す る傾向が あ る と い う報告
23）

もあり，成人矯正治療

に 際 し BT 発 現 の 可 能性を あ ら か じ め 患 者 に 説明 す

る だ け に と ど ま らず，発現要因 に つ い て さ らに調査検

討 を重 ね，未然 に 防 ぐ方 法 を確立 す る必要性が 今後 さ

らに 高 ま っ て い くもの と考 え られた．

　本 論 文 の 要 旨の
一
部 は，第 60回 凵本矯正 歯科学会 （平成

13年 10月，東京） に お い て発 表 した もの で あ る，
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